
「アフガニスタンの女性たちから見える世界 

―抑圧、抵抗、希望と未来…日本の私たち」 

 

～毎日新聞記者川上珠実さんをお迎えして～ 

 

第１部 川上さん講演 

第２部 川上さん・清末愛砂 

     さん対談 

日時：７月２０日（月・祝）

午後 2 時～４時半（開場１時半） 

会場：ドーンセンター 

大会議室１ 

（地下鉄谷町線・京阪線「天満橋」駅下

車東へ徒歩５分） 

参加費：５００円 （３０歳以下無料） 

連絡先：０９０－３６５６－７４０９ （桐生） 

 

主催：RAWA と連帯する会 

共催：室蘭工業大学院大学清末愛砂研究室 



《川上珠実（かわかみたまみ）さん略歴》 

毎日新聞記者。１９８６年生まれ。早稲田大学政治経済学部卒

業後、２００８年に入社。宮崎支局、福岡報道部（現社会部西部

グループ）、東京社会部（現社会部東京グループ）、外信部を

経て、２０２２年から２０２５年までニューデリー支局長として、ア

フガニスタンやパキスタンなど南アジア８か国を担当した。現在

はデジタル報道グループ所属。東京社会部時代に取材班のメ

ンバーとして取り組んだ企画「特権を問う～日米地位協定６０

年」は第２６回（２０２１年度）新聞労連ジャーナリズム大賞を受

賞した。共著に「特権を問う ドキュメント・日米地位協定」（毎日

新聞出版）など。（著書より） 

 

《RAWA と連帯する会の最近の活動》 

RAWA と連帯する会は主な活動として、アフガニスタンの子どもたちの教育支援をしています。アフガ

ニスタン東部で小学校を建設し、その運営を支援しています。 

現在も中学生以上の女生徒の通学が許されないままになっています。そこで学校に行けない女生徒

たちのために HAWCA（NGO）が運営するアートコースの支援を行っています。 

今年の２月末、大阪でこの子どもたちの作品を展示する「少女たちの心の叫び 就学を禁じられたアフ

ガニスタン子どもたちの絵画展 in 大阪」を開きました。 

この絵画展は順次、長野・東京・北海道でも予定されています。 

☆長野：７月１７～１９日 伊那市立図書館 

        ８月２８～３０日 赤石商店（伊那市） 

☆東京：１０月２～４日 北とぴあ 

☆北海道：日時等未定 

 

  詳細は追って RAWA と連帯する会の HP、会報ジンダバー４8 号で

お知らせします。 

  HP: https://afgan-rawa.blogspot.com/ 

 

RAWA と連帯する会スタッフ大募集！ 

一緒にアフガニスタンの事、女性の事、子どものことなど、何かできることを考えていきましょう！ 


